






















事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先

今後の展望・担当者からのメッセージ
【サイトの利活用促進】
日本版フォレスタネットに格納されている日本型教育実践を活用することにより、計画以上にコンテンツの
集積が進んでいる。今後は、これらのコンテンツをベトナムの教員に届けることをメインに活動していきたい。

「フォレスタネット」は、日本の教員が諸コンテンツ（授業や学級経営などに関わるコンテンツ、動画、板
書例、学習指導案、授業記録、配布物データなど）を他の教員と共有するプラットフォームである。本
事業では、フォレスタネットに集約されている、日本の教員が作った諸コンテンツをベトナム語に翻訳し、
ベトナムの教員及び教員を目指す学生が「コンテンツの受け手」として活用できるベトナム版「フォレスタ
ネット」の充実を目指す。

教員向けプラットフォーム
「フォレスタネット」のベトナム展開

【ベトナム】

実施体制

ベトナム政府が求める「教育の普遍化と教育
の質の改善」というニーズに対し、日本の教育
現場で生み出された高品質で実践的なコン
テンツをダイレクトに届ける。

【日本版】 【ベトナム版】

日本型教育の
実践例

著作権処理・一部編集作業

編集・
翻訳

日本型教育
の実践例

(ベトナム語)

日本の教員
投稿・閲覧

ベトナム
国内での
教育実践

ベトナムの教員
投稿・閲覧

交流

(1)ベトナム版フォレスタネットの保守・改修
現地法人である「株式会社カオピーズ」との
協業により、システムトラブルや通信障害を
発生させることなくシステムを安定して運用。
システムの改修は、ベトナム人のエンジニアに
より実施され、現地の文化やニーズにマッチし
た場となるように開発を進める。

(2)コンテンツの選定・翻訳・掲載
日本版フォレスタネットに集約されているコン
テンツから、ベトナムの学校教育と親和性の
高い実践を翻訳。当初計画の1.6倍となる
4,091件を公開。

サイト内コンテンツ一覧ページベトナム版「フォレスタネット」

株式会社スプリックス  公教育事業部 島貫良多
TEL：03-5927-9435,   Email：r.shimanuki@sprix.jp







■新教材を使用した授業の実施
ペアワークやグループワークなど、教員の一
方通行ではなく児童の対話的な学びを促
進する新教材での授業を40校で行った。

■発表会の実施
35校でスクールコンサートを実施した。

事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先 ヤマハ株式会社 楽器・音響営業本部AP営業統括部 林、日比野
Email：inquiry-school-prj-SMB@music.yamaha.com

今後の展望・担当者からのメッセージ

■非認知能力の測定
2023年6月にポスト質問紙調査を教員・
児童向けに実施した。
40校で約1,300名の回答を得た。
プレ質問紙、授業動画とともに、
現在、東京学芸大こども未来研究所にて
分析中。

新教材の使用を開始し、児童が楽しそうに歌ったりリコーダーを演奏したりする様子が見られ
る一方、初めてのグループワークに戸惑う姿も見られます。年末年始には教材制作に携わら
れた東京学芸大の森尻先生に渡航いただき、研修や学校見学を行っていただきました。
新学期も始まり、引き続き音楽を通した主体的な学びの実現に貢献してまいります。

エジプト日本学校（EJS）を対象に、教育・技術教育省と協働し、小学３・４年生に対し
音楽の2領域4分野（歌唱・器楽・音楽づくり・鑑賞）を広く扱う日本型音楽教育の教材作
成や、音楽科教員研修を実施し、授業を展開する。

エジプト国初等教育への
日本型音楽教育導入事業【エジプト】

実施体制

グループワークに取り組む様子 新教材を使用した授業の様子 リコーダーを使った授業の様子 発表会

エジプト日本学校(EJS)を対象に、全人
的な教育内容に刷新した新たな教育指
針「EDUCATION2.0」の
推進を、音楽教育の面からサポートし、
教育の質と内容を向上させる。



事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先
ヤマハ株式会社 楽器・音響営業本部AP営業統括部 近藤
Email：inquiry-school-prj-SMB@music.yamaha.com

今後の展望・担当者からのメッセージ

■研究デザインの現地最適化
パイロット・非認知能力調査を現地事情に
即した内容とすべく、ブラジル研究チーム
主導で研究デザインをアレンジ・最適化。

2023年1月活動開始予定を1年後ろ倒し、非認知能力調査手法についてブラジル側との
慎重な協議を重ね、現地事情に即した研究デザインに内容を最適化した上でプロジェクトを
推進することとなりました。いよいよパイロット・調査の実施フェーズとなりますので、
今後も全人的な教育の推進をサポートすべく、ベストを尽くして課題解決に臨んで参ります。

ブラジルにおける全人的な教育の推進をサポートするため、リコーダーを使った日本型器楽教育
を実践する。また、ブラジル教育省が「全国共通カリキュラム基盤」として掲げる10のコンピテン
シーを基礎としながら、日本型器楽教育が児童のどのような「非認知能力」を育むことができる
か、リオデジャネイロにて計測を実施する。

ブラジル連邦共和国初等教育への
日本型器楽教育導入事業【ブラジル】

研究目的・デザイン等の詳細が記載された倫理申請書

2017年12月幼児教育・初等教育の教育
内容が刷新されて以降のブラジルにおける全
人的な教育の推進をサポートすることを目的
とする。

ブラジル研究チームの打ち合わせの様子

実施体制

■倫理申請書作成・提出
左記協議で確定した内容を倫理申請書に
取りまとめ当局へ提出。







授業開始時の様子 演奏の様子

■教員研修の実施
1年間複数回に分けて実施。リコーダーの

技能的な研修だけでなく、音楽教育を通じ
て児童の非認知能力を育むプロセスに
フォーカスした内容を盛り込んだ。

研修中に紹介した活動をすぐ授業に取り
入れる教員も見られ、その効果が得られた。

■リコーダーを使った音楽の授業の実施
これまでパイロット校では音楽の授業で

歌唱のみが扱われていたが、初めて器楽と
してリコーダーを導入した。

選出された児童ではなく、対象学年の児
童全員がリコーダーを使った活動に取り組
むことができた。

事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先 ヤマハ株式会社 楽器・音響営業本部 AP営業統括部 渡辺
Email： inquiry-school-prj-SMB@music.yamaha.com

今後の展望・担当者からのメッセージ

音楽教員にとって器楽を教えることはほとんど初めてのことであり、研修や授業見学等を通じ
て細かなサポートを継続してきました。来年度もリコーダーを使った活動は継続させ、非認知
能力の計測ならびに1学年から2学年への展開の拡大を目指し取り組んでまいります。

本事業では、デリー州の教育委員会であるDBSE(Delhi Board of School Education)と
連携し、公立小学校10校約580名の児童を対象に、日本型器楽教育(リコーダー)のパイロッ
ト授業を実施する。また、器楽教育がこれまでに未導入であった当該提携校の音楽科教員を
対象に、リコーダーの演奏法と全人的な教育の指導法を中心とした教員研修を継続して行う。

インド共和国初等教育への
日本型器楽教育導入事業

【インド共和国】

実施体制

教員研修でのペアワークの様子 教員研修の様子

日本型の音楽教育の観点から、
デリーの教育委員会であるDBSE(Delhi
Board of School Education)が目指
す、暗記型学習からの脱却と人格形成を
重視する全人的な教育へのシフト及びグ
ローバルレベルの教育提供を支援する。



事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先
国立大学法人筑波大学 京免 徹雄（人間系・教育学域）、相庭 貴行
（人間総合科学学術院・教育学学位プログラム）
TEL：029-853-4590, Email：kyomen@human.tsukuba.ac.jp

今後の展望・担当者からのメッセージ

B.４つの学級会を参与観察し、教師2名・
児童6名に１人30分の事後インタビューを行っ
た。教師、保護者、行政関係者、計20名で
Tokkatsuの効果を検証した。

D. CJSの教師２名、EJSの教師12名、他の
日本の教師等9名で模擬学級会を行い、
直後にグループで振り返りを行った。

・【知見】EJSにおいて、Tokkatsuは単なる形式ではなく哲学として理解されていた。
児童は他者と協力し、認められる機会が増えたことで自信を獲得し、教師は児童を
中心に置いて実践している。公立学校への普及が、課題といえる。

・【展望】パイオニア校を含めた公立校で、追加の調査を行う。「主張することを認め
合う」エジプトの学級会を逆輸入し、日本で社会実装に向けて試行する。

エジプトの小学校で導入・実施されている特別活動（Tokkatsu）の現地化の実態を調査し、
個人と社会のウェルビーイングを支える要素ともいわれる非認知能力に与える影響を明らかにする。
加えて、エジプトの関係者と共同で、質保証を目的とするディプロマ・プログラムを作成することを通
じ、国際的通用性と倫理性を備えたグローバル・スタンダードな日本型教育モデルを開発する。

非認知能力の育成に向けた特別活動の
国際化と質保証に関する研究

～日本型教育先進地エジプトにおける
Tokkatsuの効果検証～【エジプト】

実施体制

A. Tokkatsuの追加教員資格の
開発に向けた議事録への署名

B. EJSにおける、小学校５年生
による学級会の参与観察

C. 児童に対するインタビュー調査
の様子

D. CJSとEJS合同による学級活動
の授業研究（模擬学級会）

エジプトにおいて4つの活動を実施することで、
国際的通用性と倫理性を備えた日本型教育
Tokkatsuを開発する。
A. Tokkatsuディプロマの共同開発
B. 非認知能力育成の効果検証
C. 現地化に関するインタビュー調査
D. カイロ日本人学校（CJS）とエジプト

日本学校（EJS）との交流活動

A. Tokkatsuの成果を共有し、未来を展望す
る会議を開催し、大学最高評議会、国立大
学、教育省、エジプト日本科学技術大学、
日本特別活動学会が参加した。

C. EJS３校を訪問し、教師8名、児童15名、
指導主事10名に、１人30～60分のインタ
ビューを実施した。

調査研究
ウェブサイト



事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先 名古屋産業大学 現代ビジネス学部教授 伊藤 雅一
TEL:0561-55-5101, Email: m-ito@nagoya-su.ac.jp

今後の展望・担当者からのメッセージ
本事業では、モデル校教員の意見を踏まえて教材をリバイスし、環境学習の継続的な支援を行う。

また、一部のモデル校で発展学習となる「ゼロカーボンスクール」チャレンジプログラムを導入する。これらを
通じて、気候変動に対応した環境リテラシーの育成・評価を行う予定である。

本事業は、これまで取り組んできた東アジア（日本、台湾）、東南アジア（インドネシア、ベトナム）
における環境リテラシー育成を南アジア（ネパール）に横展開するものである。具体的には、ネパール
の大都市域（ポカラ、カトマンズ）の小・中学校を対象に、学校環境教育の実態やニーズ、児童・生
徒の環境意識を調査する。また、身近な地域のCO₂濃度調査に基づく体験的、探究的な環境学習
を支援し、生涯を通じて身に付けるべき知識・能力として、気候変動に対応した環境リテラシーを育
成・評価する。また、ネパールにおける調査結果を日本、台湾、インドネシア、ベトナムの結果と比較、
学校間での学びの共有を通じて、地球規模課題に向き合う児童・生徒の育成に貢献する。

気候変動に対応した環境リテラシーの育成・評価
～東アジア、東南アジア、南アジアを通じた

日本型環境教育の展開
【ネパール、台湾、インドネシア、ベトナム】

実施体制

学校周辺のCO₂濃度調査

本事業は、日本国内で取り組んできた地域の
CO₂濃度調査に基づく環境教育を台湾、インド
ネシア、ベトナムに続いて、ネパールに横展開し、
対象とする国地域共通の教育課題である、
気候変動に対応した環境リテラシーを育成・評
価することを目的とする。

ネパールでは、①現地カウンターパートとの
MOUの締結、②CO₂濃度測定器の配備、
③ネパール語版の教材作成を行うとともに、
④モデル校としてポカラ、カトマンズ、ルンビニの
小・中学校14校を選定した。そのうえで、
⑤モデル校を巡回訪問し、⑥学校環境教育の
実態調査、⑦児童生徒を対象とした環境意識
調査、⑧環境学習支援を行った。

また、ネパールでの取組と並行し、
⑨日本、台湾、インドネシア、ベトナムでも、
現地カウンターパートと連携してモデル校を18校
選定し、⑩環境学習支援などを行った。

環境学習には、モデル校、カウンターパートの
児童生徒1,282名、教員85名が参加した。

学習成果となるCO₂濃度マップの解説

環境学習の支援、環境 　　　　学習成果の提供と共有
リテラシーの育成・評価

パートナー機関

名古屋産業大学 高田中・高等学校
　

　　　　　　　　　　　　連携
海外カウンターパート

環境学習の支援、環境 　　　　学習成果の提供と共有
リテラシーの育成・評価

　　 調査対象となる海外の小・中学校：ネパール（14校）
　    台湾（6校）・インドネシア（4校）・ベトナム（4校）

　ネパール、台湾、インドネシア、ベトナムの高等学校

連携

調査対象となる日本の小・中学校（4校）

　・Pachimanchal higher secondary school：ネパール
　・高雄女子高等高校など：台湾
　・Jakarta Taipei School：インドネシア
　・Taipei school in Ho Chi Minh city：ベトナム





事業の目的

これまでの活動内容・アウトプット

連絡先
大阪府立城東工科高等学校 電気系 田辺 仁史
TEL：06-6745-0051, Email：tanabe@jokobo.info

今後の展望・担当者からのメッセージ
両国の間には７時間もの時差があります。この交流会を通じて、言葉や文化が異なる国の
間でも、同じ技術を学んでいる者同士には共通の理解がたくさんあることを再確認できました。
今後、教員間の交流も企画しており、現在、日本の授業を動画にしてエジプトに送り、その
動画を見ながら授業研究を行う計画を立てています。

本事業は、教員同士の学び合い、生徒同士の交流を通じて、エジプトと日本の職業（ものづくり）
教育の質の向上、相互理解の促進を目的とする。
具体的には、両国の教員で安全と品質を意識したものづくり教育カリキュラムや評価方法について研
究会を開催し、生徒間交流を実施する。

エジプトと日本の職業（ものづくり）教育の
質の向上、相互理解の促進事業

【エジプト】

実施体制

事前学習でエジプト紙幣を学ぶ オンラインで接続する

実習で製作した作品の紹介 エジプトの作品を視聴する

日本のものづくり教育についてエジプトでは
大変興味を持っています。日本のものづくり
教育のカリキュラムや評価方法について両
国の教員同士が交流会を通して理解を
深めつつ、両国の生徒間同士の交流を行
い国際理解を深めます。

学生同士が、ものづくり学習成果と
して作品を紹介しました。この国際
交流を通して、お互いが敬意をもっ
て、自分たちが学んだ教育に誇りを
持つことができました。

・生徒交流

・研究授業
実習や専門教育の内容について
意見交換を行いました。

エルアラビ高校 城東工科高校



































ml-eduport@k-rc.co.jp
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